
品質項目
保水性ブロック
透水性無（N=22）

保水性ブロック
透水性有（N=12）

曲げ強度 1.69～6.68 N/mm
2

1.64～5.55 N/mm
2

透水係数 － 3.65×10
－5～2.15×10

－1
 cm/s

すべり抵抗値 60～90 BPN（湿潤時） 64～86 BPN（湿潤時）

保水量 0.07～0.23 g/cm
3

0.10～0.23 g/cm
3

吸上げ高さ 18～100 ％ 32～100 ％

表2　試験結果
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1．はじめに 

近年、都市部を中心としたヒートアイランド現象の緩和対策として、保水性舗装の有効性が注目され、舗装

用コンクリートブロック業界でも競って保水性コンクリートブロック（以下、保水性ブロックとする）の開発

を進めてきた。しかしながら、保水性ブロックは開発の歴史が浅く、現在、公的な品質規格が整備されていな

いこともあり、その品質は整合性のあるものではない。 

本文では、実用化または今後実用化が予定されている保水性ブロックの品質を把握し、舗装用コンクリート

ブロック業界を挙げて保水性ブロックの品質向上に努めることを目的として、34種類の保水性ブロックの品質

評価を行った結果について報告する。 

2．保水性ブロックの品質評価 

2-1．評価を行った保水性ブロック 

 対象製品は、振動加圧即時脱型製法で製造されたインターロッキングブロック（幅 100mm×長さ 200mm×

厚さ 60mm）と平板（縦 300mm×横 300mm×厚さ 60mm）とした。保水性ブロックは太平洋セメント舗装ブロ

ック工業会の会員であるコンクリート製品会社 17社で製造された物であり、種類は全 34種類である。このう

ち透水性を有さない保水性ブロックが 22種類、透水性を有する保水性ブロックが 12種類であり、各々の保水

性ブロックで使われている材料および配合は異なる。 

2-2．試験方法 

 評価を行った品質項目と試験方法を表 1に示す。保水性ブロッ

クは、保持した水分が蒸発するときの気化熱による路面温度上昇

抑制機能が要求される。このため、今回の評価では舗装用コンク

リートブロックに要求される一般的品質の他、路面温度上昇抑制

機能に関係する品質として保水量と吸上げ高さの評価を行った。

保水量は（1）式、吸い上げ高さは（2）式によって算出した。な

お、両式における湿潤質量は保水性ブロックを 20℃の清水中で 24 時間吸水させた後、密閉式のプラスチック

容器に入れ、20℃の室内で 30分間水を切った時の質量とした。吸上げ質量は、20℃の清水中に絶乾状態の保水

性ブロックの底面から 5mmを浸け、この水位を保った状態で 30分経過した時の質量とした。各試験時の保水

性ブロックの材齢は 14日以上であるが、各々の保水性ブロックによって材齢は異なる。 
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2-3．試験結果 

試験結果の一覧を表 2に示す。それぞれの品

質の相関を図 1～図 4に示す。 

普通インターロッキングブロックの曲げ強

度規格 1）は 5 N/mm2以上である。透水性インタ

ーロッキングブロックと透水平板の曲げ強度規

格 1）は 3 N/mm2以上であり、透水係数規格 1）

は 1×10－2 cm/s以上である。既存の試験結果 2）

から、普通インターロッキングブロックの保水

品質項目 試験方法

曲げ強度 JIS A 5371に準拠

透水係数 JIS A 5371に準拠

すべり抵抗値 ASTM E 303

保水量 単位体積当りの保水量を測定

吸上げ高さ
全厚に対する底面からの水の
吸上げ高さの割合を測定

表1　品質項目と試験方法



量の上限は 0.15 g/cm3程度、吸上げ高さの上限は 70 ％程度であ

ると推定される。これらの数値を図1～図 4に太線で明示した。 

（1）すべり抵抗値 

保水性ブロック全 34 種類がインターロッキングブロックの

車道のすべり抵抗値規格 3）である 60BPN以上を満足した。 

（2）保水量と曲げ強度の関係 

保水量と曲げ強度の関係を図 1に示す。透水性の有無に係わ

らず、保水量が大きな保水性ブロックほど、曲げ強度が小さく

なる傾向が認められた。 

（3）吸上げ高さと曲げ強度の関係 

吸上げ高さと曲げ強度の関係を図 2に示す。透水性の有無に

係わらず、吸上げ高さが大きな保水性ブロックほど、概ね曲げ

強度が小さくなる傾向が認められた。 

（4）透水係数と曲げ強度の関係 

 透水係数と曲げ強度の関係を図 3に示す。透水係数が大きな

保水性ブロックほど、曲げ強度が小さくなる傾向が認められた。 

（5）保水量と吸上げ高さの関係 

保水量と吸上げ高さの関係を図 4に示す。保水量と吸上げ高

さに明確な相関は認められず、保水量の大きな保水性ブロック

が必ずしも吸上げ高さも大きいとは言えない結果であった。

0.15 g/cm3以上の保水量と 70％以上の吸上げ高さを有し、なお

かつ 3 N/mm2 以上の曲げ強度を有する保水性ブロックは全 34

種類中 11種類（32.4％）であり、これはすべて透水性を有さな

い保水性ブロックであった。0.15 g/cm3以上の保水量と 70％以

上の吸上げ高さを有し、なおかつ 5 N/mm2以上の曲げ強度を有

する保水性ブロックは存在しなかった。 

3．おわりに 

今回の評価から、太平洋セメント舗装ブロック工業会の会員

であるコンクリート製品会社で実用化または今後実用化が予定

されている保水性ブロックの品質を概ね把握することができた。

保水性ブロックは、舗装用コンクリートブロックに要求される

一般的品質の他、路面温度上昇抑制機能に関係する品質として

保水量と吸上げ高さの設定と管理が重要になると考える。 

今回の評価から、保水量の増減と曲げ強度の増減の関係およ

び吸上げ高さの増減と曲げ強度の増減の関係はそれぞれ相反す

る関係にあることが分かり、歩道や車道といった用途に応じた

これらの品質の設定と確保が今後の製品開発の課題になると考

える。 
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図 2 吸上げ高さと曲げ強度の関係 

図 1 保水量と曲げ強度の関係 

図 4 保水量と吸上げ高さの関係 

図 3 透水係数と曲げ強度の関係 
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